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ソ連・束欧研究文献目録発 (11J 1977料
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Bibliography of Slavic and East European Studies in Japan 1977 

Compiled by Jun MATSUDA 

凡例

1. この文献目録は. 1977 {干にわが国で同七されたソ連・東欧研究とこれに関保すると思われる分野

の単行書および雑誌論文と記事を収録じてし、る。

2. 各文献の分類は，つぎに掲げ、た分類表によったz

3. 各文献の排列は，分類項flのなかで著者名のアルファベット顕(ヘポシ式)により，著者名の主い

ものは論題名のアルファベットl!員に著者名排列のなかに組入れた。叉，重出したものは，各分類、の

最後に参照として〔アイテム番号〉のみをしめしたc

4. 単行書法，各分類項Rのはじめ，すなわち雑誌論文の前に排列し，記載は著者名，書名，発行地，
発行所，発行年，ページ数のJI¥員に並べた。

翻訳書のばあいは，書名のつぎに訳者名を掲げた。

単行書のうち，講座，論文集など著者が 2人以上のばあいは，単行書として揚げるほか，必要に応

じて著者，論題ごとに分出し，最後にその収録されている書名を→〔アイテム番号〕をもってしめ

しずこO

5. 論文は，筆者名，論題名，誌名，巻号，所収ページ，発行年月日のlI~tで記載した。巻号数につし、て

は，第5巻第 1号は 5(1)，第3・4号合併のばあいは (3/的としたれまた雑誌の発行年月官が 1978

年10月のばあし、はむ0，1978) とした」

b. 書評法，各項日のあとにアイテム番号に Rをつけてi五到しその書評対象図書が本目録に収録さ

れているときはそのアイテム番号を→〈アイテム番号〕でしめした。 1976年度のH録に掲載のも
のは亡76ーアイテム番号〕とした。

7. 外国人著者については，カナ書きのあとにカヅコに入れて原著名を併記したっ

翻訳論文および翻訳書で原著名がロシア文字は下記のとおり翻字したっ

A-A o-B B-V [-G 且-D E-E E-E )K-ZH 3-Z 11-1 抗-1 K-Kλ-L M-M 
H-N 0-0 n-p P-R C-S T-T Y-じ φ-F X-KH日-TS4-C日立l-SH 江~-SHCH

b-" bI-Y b-' 3-E IO-IU 日-IA

8. 議題名にでてくる基数および序数，たとえば，五カ年計画，そのー，昭和五十二年没などの数字

l工，すべてアラビア数字に統ーしたc

9. 座談会の記事については，その題名と参加者のみを記したむ

10. 以下の項に該当する文献はのぞいてある O

a) -" /レクス主義と社会主義に関する論文で，ソ連・東歌研究と明瞭にllJ断できないもの。

b) 週刊誌、，新開等にのった論文，記事。

栄 u録編纂にあたっては，今いiも各隆三;館で耗々の{虻在全はらっていただいko 父， Vr業にあたっ-c
は，長芥諸宗青，佐々木優の方々の協力があった。"己して謝意、にかえるの
“ 本りには，話j};ー (1978年 3月F'lrrスラヴ研究』第 22り pp.27ト301) ，こ引き続き 1977年 1)¥-12 
月F日の支;献をi以録対象とした。また，前回調査の後，編者の調査しえた 1976年刊行のものを各分定i
Jjj 11の後に追捕として収録した。 なお本号の 11録編集上の改訂は， !i経済資料研究j] 12号における
木!1I檎喜代摂氏の意見にたうところが多レυ
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松田 潤

Editorial notes 

1. This bi bliography aims to list books and articles about Slavic and East European studies 

in Japanese and in Western languages written by Japanese authors published in 1977. 

2. All items have been classi五εdin accordance with the Classi長cationScheme in p. 221. 

3. Items within ea.ch classification category is listed in the alphabetical order by the author's 

given name. When the author is not attributed to， they are listed by the title. 

4. In each classi五cationcategory books are listed first. Bibliographical discriptions are: 

author， title， place of publication， publisher， year of publication， and the number of pages. 

1n the case of translation. the translator's name comes after the title. Where a book has 

two or more authors， it is listed by its first author. As， in the case of proceedings or 

collection of articles， each articles contained in it are separately described like the 

articles in the journals along with the entry of the book. The item number of the book 

can be traced from the entry of each articles. 

5. Articles listed are after listing the books. Bibliographical discriptions are: author， title 

of journal， volume number of the issue， pagenation， and year and month of publication. 

For example， volume number， Vo1. 5， No. 1， is abbreviated as 5 (1). In the case of the 

issues combined， as Nos. 3 and 4， as follows: (3/4). The month of the year is trans-

literated as ordinal numbers from January， for examle， Oct. 1978， is shown as: (10， 1978). 

6. Book review and review article come after the articles and are marked with R before 

the item number. The item number of the book which has been reviewed can be traced 

from the entry of each reviews. 

7. Author's name of the foreign works translated into Japanese is transliterated using by 

Kana characters and the original spelling are shown in parantheses. Those translated 

items whose original authors are Russians， their names are transliterated as follows: 

A-A B-B B-V f-G ，l1.-D E-E 主-E )K-ZH 3-Z 11-1 員一1 K-K JI-L M-M 

H-N 0-0 TI-P P-R C-S T-T Y-U φ-F X-KH U-TS 4-CH lll-SH I.U-SHCH 
b-" bI-Y b-' 3-E IO-IU 兄-IA

8. Both cardinal and ordinal numbers in Japanese appeared in titles， for example， such 

number as: The five-year plan; Number one; Showa fifty-third Fiscal Year have al1 been 

standardized as Arabic figures. 

9. As to the minutes of meetings or symposium， the general title of the meetinεand the 

participants' names are listed. 

10. Those items excluded in this bibliography are as follows: 

i) works on Marxism and communism having no substantial connection with Slavic and 

East European studies， and 

ii) items published in weekly magazines or newspapers. 

AcknowJedgements: The compilation of this bibliography would not have beεn possible 

without the assistance of many friends and colleagues and the utilization of various biblio・

graphies such as， NDL's Zasshi /;iji sa，luin，τhe Association for Documentation in Economics' 
Quarterly Bitliograthy 01 Economics and so forth. Invaluable work was done by Muneyoshi 
Hasebe and Masaru Sasaki of Sapporoじniversity.
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ソ連・東欧研究文献目録 1977

分類表

O. 総記，書誌学

1. 人文科学

1. 1 哲学，宗教，思想〔史7
1.2 塵史

1. 3 地理

1.4 個人研究，伝記

1.5 文学

1.6 言語

1.7 心理学，教育

1.8 芸衝

2. 社会科学

2. 1 致治，軍事

2.2 国際関係

2.3 法第

2.4 経済，統計

2.5 経営，労欝

2.6 産業

2.7 金融，財政

2.8 社会，社会学

3. その抱

骨

Classification Scheme 

O. General， Bi bliogaraphy 

1. Humanities 

1. 1 Philosophy， Religion，乱1etaphysics

1. 2 History 

1. 3 Geography 

1. 4 Biographical Studies 

1. 5 Literature 

1. 6 Linguistics 

1. 7 Psychology， Education 

1. 8 Arts and Music 

2. Social Sciences 

2. 1 Politics， Military Affairs 

2.2 International Relations 

2.3 Law 

2.4 Economy， Statistics 

2.5 Management. Labour 

2. 6 Industry 

2. 7 Banking. Public Finance 

2.8 Social Condition， Sociology 

3. Miscellaneous 

寺令 * 

日緑作成にあたっては， 特に冨立国会図書館編『雑誌記事索引(人文・科学編)Ji(第 30巻戸，経済

資料協議会編 F経済学文献季報Jl(第84/85，86， 87号)， Ir史学雑誌占(第86編)， !lロシア史研究Jl(第

27号)， wロシア手結JI(11号)，出版ニュース社編 F出版年鑑 1978年販J1， u印崩カード速報』なども
参照し直接現物に接し得ないものの採録tこつとめた。

なお一層充実した吾録とするために，利用者各位の積極的なご批判を頂きたい。

当面，毎年1回，前年に発表された文献を収録するとL寸形式で、行ってゆく予定である。ぜひ，発表

された図書，論文等を一部当セ γター宛ご恵贈下さるか，あるL、は，その書誌的データをお知らせ下さ

るよう協力をお願いする。

。この目録は， 28巻より;n算機による機械編纂がされたコ機械化によって，論支の重出が豊富になっ
たのは喜ば Lいことである Lか L，電算機化する際には，q:作業で索引化されるとき以上の議II心

の注意;を払って入力データを作成Lなければならないこ入力データの処理に黙しては，改善が望ま

れる点も多L、。伺えばベージ数の記入方法が同じ雑誌にもかかわらず採録 Lた号ーによって通 Lペー

ジでとられたり，各問亡とのベージでとられていること，通巻の号ーであったり，そうでなかったり

といった採録者によるばらつきと思われる点。凡例によれば，発行日付は奥付ーによるということに

なっているが，実捺はその点検作業を省略しその号の表紙等にある刊訂年次をそのまま人れ，月を

0表示ですま Lているため，実擦の発行年とずれているといったことが散見された。 これらは将来

累積 L，データベースイとして一般に提供する際の致命的文郎となると君、われる G また処理システム

とLてみたときは，重出している支献にそれぞれ耳目鱈の番号か与えられていて，同一文献であるか

どうかはつ・つ照合しなければ識別出まなt'0 これはシステムデザインをしたものが書誌学的

常識に欠けていることを示すものと患われる。次を以11'年早急、た改訂を!出札、たい点でき》る c

221 



松田 潤

o. 総12，書詑挙

l キシュ (Kiss，J.):ハシガジーの図書館，長倉美恵子訳，東京 日本密書館協会 1977. 156. 

2 訟田 濡編:ソ連・東歌研究者名簿改訂版. (札幌〕 北海道大学法学部附属スラプ研究施設

1977. 105. 

3 千野栄一:ストラホブ図書館への招持.学鐙74(5). 20-23 (5. 1977). 

4 チュパリア/'(4y6apb矧， 0.):クノレープスカヤと図書.舘事業一一1920-30年代におけるソピ

エト図書館運動，長島七穂訳注.参考書誌研究 (14)， 1-16 (3， 1977). 

5 今井義夫:ソ連邦における歴史・文学研究所，図書館，文書蕗および博物館の現状ーーモスクワ，

レニシグラード，ヴィリニュスを訪れて.工学院大学研究論叢 (15)， 1-20 (12， 1977). 

6 金子健;小韓昇:日ソ図書館〈わが国書館を語る 22). 窓 (22)，51-55 (9， 1977). 

7 小山久二郎:回想一一百科事典，ロシア文学出販に着手〈小山書庖と私). 総合ジャーナリズ

ム研究 14 (3)， 76-85 (7， 1977). 

8 美作太臨:rクニーガ」出版社のこと.窓 (23)，1 (12， 1977). 
9 宮島直機:ワノレシャワの図書館〈世界の図書館 14).学建 74 (12)， 36-39 (12， 19干7).

10 森安達也:ワノレシャワの博物館.窓 (21)，16-19 (6， 1977). 

江 戸シア文学・患想文献一覧 (19何年下半期トロシア手帖 (11)，1-6 (12， 1977). 

12 rロシア史研究J(18号-20号〉総吉次・ロシア史研究 (26).101-103 (4， 1977). 
13 1976年のロシア・ソ連史関吉宗文献. ロシア史研究 (26).87-93 (4， 1977). 

14 ソ連の図書館 (1-2)一一図書館学教科書，藤野幸男訳.現代の図書館 15 (1). 46-ω; 15(3)， 

178-188 (3; 9， 1977). 

15 高野 明:レーニ γ密書館のことども(世界の図書館 13).学鐙 74(11)， 36-39(11，1977). 

R16 淳司誰{乍;塚本 博:Walker， G. D. M. 著，亀山芳子訳「ライブラヲアγのためのロシア

語J. 図書館界 29 (1)， 29-30 (5， 1977)→ ('76-312コ.

追檎

17 ロシア文学・思想文献一覧 (1976年上半期L ロシア手帖 (10)，1-10 (12， 1976). 

参蕪

(895J， (897J， (973J. (1219J. 

1. 人文科学

1.1 苦学，宗教，思想〔史〕

18 パーリシ(Berlin，1.):父と子一一トゥノレゲーネフと自由主義者の苦境，小池鋒訳，東京

みすず書房 1977. 112. 

19 クレマ/'(Clement， 0.):東方正教会，冷牟田修二;白石治民訳(文庫クセジュ 607). 東京

白水社 1977. 173. 

20 ドゥチヶ (Dutschke，R.);ヴイノレケ (Wilke，M.)編:社会主義の条件，石堂溝檎訳.東京

三一書房 1977. 403. 

21 金子幸彦編:ロシアの思想、と文学一ーその伝統と変革の道.東京 担文社 1977.542. 
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ソ連・東欧研究文献呈諒 1977

22 コシーク (Kosik，K.):兵誌的なものの弁証法，花崎虫干訳.東京 せりか書房 1977. 316. 

23 ムイスリフチェ γコ (MbICJIHB可eHKO，A. r.) :マルクス主義の人間概念，岩崎允見訳.東京

大月書宿 1977. 232. 

24 中野積三;高岡龍次郎襲井一行編著:スターリ γ問題研究序説. 東京 大月書121 1977. 

277. 

25 高井寿雄:ギリシア正教入門.東京 教文館 1977.212. 

26 a口貞夫:ロシア宗教思想史一一宗教と社会主義.東京 ぺりかん社 1977. 197， 3. 
27 ゼーヴィ y (3eBHH， B.兄);ゴリコフ (rOJIHKOB，r. H.) :レーニ γの理論と実践，社会主義

協会編集部訳.東京社会主義協会出版局 1977. 262. 

28 青山太郎:I童家・革命・教会一一ベ/レジャーエブのロシア .1yテりゲンチャ批判.思想、
(632)， 47-66 (2， 1977). 

29 土肥恒之:分離派教徒の堂界一一R.O. Crummey， The Old Believers and the World of 

Antichristによせて.人文研究(小持商大) (53)， 125-142 (3， 1977). 

30 藤井一行:ベリ γスキイにおける芸術の存在理由をめぐる諸問題.→(21]ロシアの思想と文学.

31 一一一:芸術における社会的責任と真実と自由一-rジダーノフ主義jとロシア革命的民主
主義の伝統.季刊科学と患語、 (23)， 81-99 (1， 1977). 

32 藤田 整:社会主義の現代的争点をめぐって.現代と思想 (30)， 222-227 (12， 1977). 

33 古谷功:ソピエトにおける正教会の復活.世紀 (325)， 52-54 (6， 1977). 

34 今井義夫:ゲ/レツェ γとカヴェーリシ一一40年代人の友情と訣5J1j.→(21) ロシアの思想、と文
;UL.予
寸二九

35 石川郁男:チェルヌィシェアスキイの経済学一一課題と性格.→(21) ロシアの患想と文学.

36 イワーノフ(I1BaHoB，B. B.) :記号論の役割一一一人間とその共同捧とを研究する上で，北関誠

司訳.患替、 (640)， 24-39 (10， 1977). 

37 岩淵慶一:社会主義諸国における最近の哲学思想の動向一一マルクス疎外論の受容と展開をめ

ぐって (1-2). 立豆大学文学部論叢 (57). 140-158; (58)， 102-121 (1; 7， 1977). 

38 小島 定:プレハーノフ萌究の問題点一一田中真窮民のプレハーノフ論の批判的検討を中心に

して.名古屋大学法政論集 (72)， 1-108 (11， 1977). 

39 久保英雄:パクーニシの「政治」の概念一一第 1{シターナショナノレ・戸、ンア人支部の思想、と

論理より.現代思想 5(9)， 164-177 (8， 1977). 

40 第1イγターロシア人支部.現代の眼 18 (6)， 244-255 (6， 1977). 

41 栗生沢猛夫:モスクワ第三ローマ理念考.→(21]戸ジアの思想、と文学.

42 ノレカーチ (Lukacs，G.) : r芸術と社会j序文・ 1967年(上・下λ 平井俊彦乱未来 (129)， 
2-8; (130)， 27-33 (6-7， 1977). 

43 真木実彦:現代社会主義論と変革の課題.現代と思想、 (30)， 228-237 (12， 1977). 

44 宮昌光雄:反体制知識人の思想、構造一一一東歌二ローベノレト・ハーヴェマシの場合(上). 法学

〈東北大) 41 (3)， 260-305 (10， 1977). 

45 宮田光雄:もう一人のノレカーチ一一社会主義ハシガリーのJ対話の楕神j.社会科学の方法 10 
(7)， 13-16 (7， 1977). 

46 森安達也:イコシ「キリストの黄泉降りJの典拠をめぐって.タト昌語科研究紀要 24 (3)， 1-
50 (3， 1977). 

47 長縄光男:前期キレーエプスキイの思想一一[改宗jの内的契機をめぐ‘るひとつの仮説.→(21]

ロシアり思想、と支学.

48 長輿 進:雑誌「ヨーロッパ人jをめぐって.ヨーロッバ文学研究 (25)，120-143(12，1977). 

49 中村喜和:百本国自本境探求一一ロシア農畏のーユートピアについて. →(21)ロシアの居、想、

と文学.

50 二宮信親:ポーランドのカトリック.世紀 (328)， 88-95 (9， 1977). 

51 小野 修:パートラシド・ラッセノレと対ソ子跨戦争論.広島平和科学 (1)， 89-109 (1977). 
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松田 満

52 罵上入部:チェノレヌィシェアスキーにおける知識人と道徳哲学.経済科学 24 (2)， 1-24 (2， 

1977). 

53 プレハーノプ (nJleXaHOB，r. B.) :社会の経済的発展法期とロシアにおける社会主義の課題，
南碧山訳.無政府主義研究 (7)， 55-67 (5， 1977). 

54 摺井貴美子:初期ベノレジャーエブの思想をめぐって一一ベノレジャーエブ，マルクス主義，新カ

γ ト派. ヨーロッパ文学研究 (25)， 163-187 (12， 1977). 

55 左近 毅:パクーニ γとネチャーエブー一第1イシターナショナノレへの波紋.→(21)ロシアの

思想と文学.

56 獄中のネチャーエプ (4).無政府主義研究 (7)， 41-54 (5， 1977). 

57 ザントキューラー (Sandkuhler，H. J.) :レーニ γの弁証法的論理学の歴史的原理，浅野富美

枝訳.季刊科学と思想、 (24)， 844-849 (4， 1977). 

58 サルトノレ (Sartre，J-P.) :ー霞社会主義一-[弁証法的理性批判』第2巻(未刊)から，加地
永都子訳.展望 (224)， 85-109 (8， 1977). 

59 雀部幸隆:ロシア革舎をめぐるマルクスとレーニ Yとの思想的交錯 (4). 現代と思想 (28) ， 

234-251 (6， 1977). 

60 佐々木基一:イデオロギーを越える真実.波 11 (12)， 20-23 (12， 1977). 
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を中心に福井大学教育学部紀要・第3部社会科学 (27)， 23-44 (12， 1977). 

185 岡野恵美子:西欧派一-1起訴状」論争を中心に.北大史学 (17)， 37-47 (8， 1977). 
186 英国入二:ロシア 10月社会主義革命の頃.社会主義 (311)， 16-29 (11， 1977). 
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13 (2)， 79-108 (9， 1977). 

189 ロシア社会の構造的特質と歴史変革のコース一一和田春樹著「マルクス・ェγゲノレスと革命ロ

シア」をめぐって (1976年度大会共通論題報告) (シシポジウム)， 炉藤昌太〔他). 再洋史
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190 斎譲治子:ギリシャにおける反ファシズム統一戦線.歴史評論 (330)， 29-43 (10， 1977). 

191 斎藤長二:東ジベリア，治海州の中盟系住民一ーその消長を追って. 百本海域研究所報告

(9)， 27-48 (10， 1977). 

192 阪本秀昭:農村ソヴェト資料 (1920年)一一部ソヴェト大会，郷ソヴヱト執行委員会，村ソヴ

ェトに関する統計資料.天理大学学報 (107)， 100-112 (3， 1977). 

193---: 1921年のパヴォノレジエにおける凱謹一ーその実d清と原因をめぐって.天理大学学報

(110)， 22-32 (9， 1977). 
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209 高橋治;シベジア戦争について.思想、 (642)， 127-139 (12， 1977). 

210 高橋清治:fグノレジヤ問題jの史的展開.→(94)ロシア革命論.
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文献 444-456. 
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290 池田大作: トノレストイの「顔J(私の人物観 2).瀬 (213)， 264-268 (2， 1977). 
291 香山陽坪:グジャモフ教援の言ト窓 (21)， 1 (6， 1977). 
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296 布村一夫:ソピエトにおけるモノレガシ一一「古代社会J100年のために.窓 (23)， 34-37 
(12， 1977). 
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(4) ，小山詰ー擦訳，山内昌之;小松久男訳註.史鰐 (4)， 1-14; (5)， 14-21; (6)， 9-23; 

(7)， 25-32 (4; 10， 1976; 4; 10， 1977). 

303 上杉重二郎:1921年夏におけるクララ・ツェトキシとレーニ Y. 北海道大学教育学部紀要

(30)， 91-100 (10， 1977). 

304 和田敏雄:和田敏雄教授略歴および研究業績.拓殖大学論集 (110/111)， 2 (3， 1977). 
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305 安平哲二:安平哲二先生履歴，著作目録.経済と経済学 (39)， 2-6 (3， 1977). 

R306 井上教ー:加藤九幹「天の蛇一一ニコライーネブスキーの生涯j. えうゐ (4)， 13-15 (3， 

1977)→('76-48]. 

追補

307 石山正三:石山正三氏年譜. ロシア手粘 (10)， 30 (12， 1976). 

308 金子幸彦:名誉教授金子幸彦略歴;名誉教授金子幸憲著作目録. 一橋論叢 76 (3)， 116-123 

(9， 1976). 

309 小松勝助:久保二郎教授.神戸外大論叢 27 (5)， 1-3 (11， 1976). 

310 久禄二郎:凡人の歩み.神戸外大論叢 27 (5)， 121-126 (11， 1976). 

311 一一一一:久保二部氏の著書.論文目録.神戸外大論叢 27 (5)， 127 (11， 1976). 

312 水野忠夫:野崎詔夫先生とり出会い. ヨーロヅパ文学研究 (24)， 159-163 (12， 1976). 

313 中村白葉:中村白葉氏年譜. ロシア手帖 (10)， 28-30 (12， 1976). 

314 直野 敦:ノレーマニアの文人政治家ディミトリェ・カ γテミーノレ (1673-1723)について.一橋

論叢 76(6)， 70ー76(12， 1976). 

参賠

(18)， (164)， (340)， (349)， (354)， (360)， (385)， (410)， (594)， (627)， (640)， (641ユ

1.5文学

315 7プアナーシェフ (A争3H3CbeB，A. H.)編:ロシア滑稽語，中村喜和訳.東京筑摩書房

1977. 242. 

316 ー←一一 :ロシア民話集一一一アブアナーシェフ民話集 1-5，中村自葉;米JII正夫訳(古典文

庫).東京現代思潮社 1977. 5冊.c大正15年刊 f世界童話大系」からの複製J.
317 アブマトワ (AXM3TOB3，A. A.) :念珠抄，中山省三郎訳.東京 人間の星社 1977. 61. 

318 アクショーノブ (AKCeHOB，B.) :星の切符.木村浩訳.(集英社文庫).東京集芙社 1977.

319 ベーノレイ (EeJIbIH，A.) :銀の鳩， )11端香男里訳.東京 講談社 1977. 342. 

320 ダレノレ (Darel，S) :雪のなかの雀一一シベリア流罪j地の少女の手記，佐藤高子訳.(Hayakawa 

nonfiction) .東京早)1I書房 1977.276. 

321 ディーモブ (Dimov，D.) :タパコ 第2部，松永緑君、訳〈東欧の文学).東京恒文社 1977.

437. 

330 ドストエアスキー(瓦OCTeBCKH払φ.M.): ドストエアスキー小説全集 8一一悪霊，小語文彦

訳.東京筑摩書房 1977.713. 

331 ----:ドストエアスキー小説全集 9一一未成年， 小活文彦訳. 東京 筑摩書房 1977. 

584. 

332 一一:ドストエブスキー小説全集 10一一カラマーゾフの兄弟， 小沼文章訳. 東京 筑

空襲書房 1977. 867. 

333 罪と罰，小沼文彦訳 (ChikumaClassics).東京筑摩書房 1977. 371. 

334 エデ 4ゲイ (Edigey，J.):顔に傷のある男，深見弾訳(世界ミステリシリーズ).東京早

JII書房 1977. 202. 

335 エリアーデ (Eliade，1¥1.) :ムントゥリャサ通りで，直野敦訳.東京法政大学出版局

1977. 174. 

336 ブチーク (Fucik，J.) :絞首台からのレポート，栗栖継訳〈岩波文庫). 東京岩波書吉

1977. 350. 
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337 ゴーゴリ (rorOJlh，H. B.) :ゴーゴリ全集 1一一ガシツ・キュヘリガールテシ;ディカーニカ
近都夜話，太田正一;中村喜和;青山太郎訳.東京河出書房新社 1977.436. 

322 一一一一:ゴーゴヲ全集 2一一ミーノレゴロド，服部典三;小平 武訳.東京 河出書穿新社

1977. 397. 

323 一一一一:ゴーゴリ全集 4一一戯曲，倉橋健;野鯖龍夫訳.東京 持出書男新社 1977. 
467. 

324 一一一一:ゴーゴジ全集 6一一死せる魂第2部，中村 融;灰谷慶三訳.東京 河出書房
新社 1977. 459. 

325 一一一一一:ゴーゴP全集 7一一書簡，横田瑞穂〔強〕訳.東京 河出書房新社 1977. 396. 

326 一一一一:死せる魂上・中・下，平井 肇;横田瑞穂訳 仁改訳)(岩渡文庫)，東京岩波

書吉 1977.3冊.

327 ゴーリキー (rOphKH註， M.):ゴージキー戯曲集 3，中島とみ子訳.東京早稲田大学出坂部
1977. 470. 

328 イリフ(l1J1h争， 11.) ;ベトロフ〈耳目poB，E.):十二の精子，江川 卓訳(世界ユーモア文憲

2)，東京筑摩書房 1977.366. (新装版).

329 河上徹太蕗:わがドストイエフスキー.東京河出書房新社 1977.258. 
338 小沼文彦:ドストエアスキー，東京 日本基督教団出寂局 1977. 276. 

339 蔵原惟人:ロシア革命と文学一ーロシア・ソピエト文学ゎ基調.東京光和霊 1977.526. 

340 倉田保雄:エ担セーエプの生涯一一日本学の始裡〈中公新書).東京 中央公論社 1977.231. 

341 マヤコーフスキー (MaHKOBC組長， B. B.):ウラジーミノレ イリーチ レーニシ一一叙事詩，
ウサミ・ナオキ訳〈国民文庫).東京 大月書房 1977.256. 

342 マーリヤ・マリョーヴナーーロジア民話，遠藤恭介;村辺芙共訳.上田 遠藤恭介 1976.

44. 

343 マリ (Murry，J. M.) :ドストエフスキー，山室静訳.東京泰流社 1977.3∞ー
344 中村喜和2灰谷慶三;島田 陽:ロシア文学案内〈世界文学シリーズ).東京 朝日出版社

1977. 400.翻訳文献研究文献:315-350. 

345 日本近代文学大事典 4一一事実，日本近代文学館編.東京 講談社 1977.544. 

346 オレージャ (OJIe回a，10. K.) : :羨望，木村浩訳(集英社文庫).東京集英社 1977.206. 
347 オズ (Oz，A.):わたしのミハエノレ，村田靖子訳(海外純文学γ リーズ 15).東京 角J!I書房

1977. 261. 

348 パステルナーク (OaCTepHaK，E. JI.) :ジェーニャ・リュヴェノレス，工藤正広訳.東京 自馬
書房 1977. 165. 

349 佐藤漕郎:ツノレゲーネフの生涯.東京 筑摩書房 1977. 268. 

350 サざγコフ (CaBHHKOB，E. E.) :夢幻の人びと一一ーわが友テロリストたちょ，中田 甫訳.

東京白馬書房 1977.254. 

351 世界文学全集 37，五木寛之〔等〕麗;ドストエアスキー一一罪と罰，江jil 卓訳.東京 学

習研究社 1977.638. 

352 世界文学全集 44;ドストエアスキー一一一未成年，北垣信行訳.東京 講談社 1977. 711. 

参考文献・主要作品解題・年譜，北垣信行編著:700-717. 

353 世界の文学 4.東京集英社 1977.544. 

354 ソノレジェニーツィ γ(ComKeHHIJ.hIH，A. 11.) :チューリヒのレ-.:=.Y，江JII 卓訳.東京 新
瀬社 1977. 266. 

355 一一一一:自虫への警告，染谷茨訳.東京新瀬社 1977. 173. 

356 一一一:収容所群島一三918-1956文学的考察 5-6，木村浩訳.東京新瀬社 1977.2冊.

357 一一一一一:ソノレジェニーツィ y ・アノレパム江JII 卓訳.東京 新潮社 1977. 88. 

358 一一一一:ソルジヱニーツィ y小説集，小笠原豊樹訳(河出海外小説選 12). 東京 河出書
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穿新社 1977.246. 

35θ ソピエトの昔誌なし，宮J11やすえ編〈証文社文庫).東京 旺文社 1977.298. 

360 トルスタヤ (TOJlCTaH，T.凡):トノレストイ一一娘のみた文豪の生と死，木村 浩;関谷苑子

訳.東京 TBS・プリタニカ 1977. 321. 

361 トノレストイ (TOJlOTOH，瓦.H.):復活，米]11正夫訳 (ChikumaClassics).東京 筑摩書房
1977. 515. 

362 -一一一一:火をそのままにしておくと消せなくなる，小活文彦訳.東京 女子パウロ会

1977. 207. 

363 内村間分:定本生き急ぐ一一スターリシ獄の日本人.東京 国文社 1977.220. 

364 ヴォイノーヴィチ (Bo長HOBH宅，B.H.):兵士イワ γ ・チョ γキγの華麗なる官検，安井佑子訳.
東京 ノミシフィカ 19ヴ7.288. 

365 ザドノレノフ (3a瓦OpHOB，H.):北から来た黒魁，西本 語訳.東京朝百新聞社 1977. 461. 

366 アクショーノフ (AKC吾HOB，B. n.) : rバノちなんて読むのノJ，安井諒子訳(現代ロシアの短
編).婦人之友 71(9)， 198-208 (9， 1977). 

367 安藤 淳:悲劇から神話へ一一一B兄可.イワノフのドストエブスキイ萌究について.ロシヤ語ロシ

ヤ文学研究 (9)， 52-64 (10， 1977). 

368 一一一一:マルク・ヴォロホフとネチャーエフー-B.且.スパソーヴ 4チのネチャーエフ観を
めぐって.外国語科研究紀要 24 (3)， 51-63 (3， 1977). 

369 新谷敬三郎:日本近代文学とドストエアスキー.→(345)日本近代文学大事典 4. 

370 浅詞宣章:プーシキシの「駅長jについて.一橋論叢 78(1)， 53-70 (7， 1977). 

371 ブローク (EpOK.A.) :プローク詩抄 (4)，小平武訳.えうゐ (5)， 32-37 (11， 1977). 
372 -一一一一:復讐 (1)，若林大鬼智訳.えうゐ (4)， 50-54 (3， 1977). 

373 プジューソブ (Ep回COB.B.) :レーニシの「党の文学j論批判，江JlI 卓訳.薪百本文学 32 
(7)， 101-107 (7， 1977). 

374 プルガーコフ (EyJlraKOB，M. A.):巨匠とマノレガジータ，水野志夫訳.→(353)世界C文学
4. 

375 チューシナ〈可yXHHa，JI. A.): ドストエブスキーの宗教哲学的探究における信抑・無官仰の
問題，井尻良夫訳.桃山学院大学人文科学研究 12 (2)， 103-126 (3， 1977). 

376 江川 卓:スメ/レジャコブの f性J(1). ロシア手帖 (11) 17-28 (12， 1977). 

377 藤沼 貴:農民ポシダレフの著作一一「ことばjの分立，共有，変形む過程p ヨーロッパ文学

研究 (25)， 144-162 (12， 1977). 

378 ゴーゴリ(特集):ゴーゴリの笑い，その能(横田瑞穣);ゴーゴリの呪諒一一ゴーゴジ論の序

(青山太郎);えがかれなかった女(小島信夫);幾つかの間題(後泰明生);旅の出会い一一

ゴーゴリ，ホフマシ，カブカ(A.Seghers著，森田 弘訳).文芸 16(2)， 240-285 (2， 
1977). 

379 グレコワ (fpeKOBa，11.) :街灯のしたで (1-2完)，安井信子訳(現代ロシアの短編).婦人之
友 71(10)， 201-209; 71 (11)， 184-192 (10-11， 1977). 

380 原 卓也:ブヨードノレ・クジミヅチ. ロシア手粘 (11)， 13-16 (12， 1977). 

381 一一一一一:日本近代文学とゴーリキー.→(345)B本近代文学大事典 4.
382 長谷川吉弘:太宰治とプーシキ γ. 昌文学解釈と鑑賞 42(14)， 113-115 (12， 1977). 

383 東専一郎:救涯の根拠一-f罪と罰」をめぐって.理想 (531)， 66-84 (8， 1977). 

384 平野嘉章:プラハ抄ーートポグラブイも Lくは幻想， 平野嘉彦訳編. 同志社外菌文学研究

(18)， 159-180 (10， 1977). 

385 法橋和彦: トノレストイを語る. ロシア・ソピエト研究 (11)， 33-65 (3， 1977). 

386 吉原初男:ゴーリキイの鬼火.えうゐ (5)， 97-100 (11， 197わ.

387 ← ;ゴージキイと私一一こころの風土記えうゐ (4)， 130-133 (3， 1977). 
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388 出 かず子:rニヒリスト」パザーロフ.実存主義 (80)， 54-65 (4， 1977). 
389 一一一一一:詩人レールモジトフの最後の三日照.えうゐ (の， 42-49 (3， 1977) . 

390 糸川紘一:r白痴j と「黙示録J(1). えうゐ (4)， 34-40 (3， 1977). 
391 貝沼一郎:露訳「井原西鶴集Jを読んで.えうゐ (5)， 116-120 (11， 1977). 
392 一一一一:ヴェ・マルコワ女史の「枕草子jのロシア語訳について. 文化と言語 10ω， 

107-115 (3， 1号77).

393 金田 晋:ローマシ・イシガノレデンの文学理論の成立事a情とその意義. 地域文化研究 (2) ， 

229-249 (3， 1977). 

394 カラムジγ(KapaM3HH，H. M.) :ロシア人旅行者の手紙，松井後和訳.札韓商科大学・札幌短

期大学論集人文編 (21)， 249-268 (11， 1977). 

395 笠井清:三人のロシア文学者.えうゐ (4)， 126-129 (3， 1977). 

396 金子幸彦:デュマ・ベーノレとロシア.学鐙 74(5)， 16-19 (5， 1977). 

397 一一一一一:ジナイーダ・グオノレコジスカヤ〈ろしゃ文学関話 7). 窓 (20)， 39-45(3，1977). 

398 一一一一一:青銅の穎土〈ろしや文学関話 8). 窓 (21)， 43-49 (6， 1977). 

399 金本源之助:ロシアのブォリクローノレ・ノート.窓 (20)， 2-6 (3， 1977). 

4∞ 111端香男里:ロシア・ロマ γ主義をめぐって.文学 45(10)， 151-159 (10， 1977). 
401 JII JJ久雄:考薬の花一一「エリセーエフ詩書J序章.季刊芸術 11 (2)， 88-104 (4， 1977). 

402 一一一一:持薬の花一一「エリセーエフ罷書」抄 (2).季刊芸箭 11(母， 78-94 (10， 1977). 

403 )111埼隆可:プーシキシ持情詩の成り立ち一一国民詩人とは荷か.→(21]ロシアの思想、と文学.

404 JII時 決:ドストエブスキィにおけるゴシックの方法と精神に摸する一考察.早稲田大学大学
院文学研究科紀要 (22)， 67-82 (2， 1977)ー

405 一一一一:日本近代文学とアノレツ 4パーシェフ.→(345)日本近代文学大事典 4. 

406 亀井秀雄:日本近代文学とジェストブ.→(345)呂本近代文学大事典 4.

407 カザコフぽa3aKOB，10. n.) :パシの匂し、安井信子訳(現代ロシアの短編ト 婦人之友
71 (8)， 187-192 (8， 1977). 

408 菊地昌実黄金時代の夢から一ードストエフスキー，シオラ人カミュ.えうゐ (4)， 30-33 

(3， 1977). 

409 木村 浩:自本近代文学とエレシプノレグ.→(345)日本近代文学大事典 4.

410 小泉義勝:ロ γア人からみた夏目激石， JII端康成， 安部公房の文学. 関西大学文学論集

26(2)， 1-21 (2， 1977). 

411 小島信夫:答えられぬ費問.瀬 (214)， 378-397 (3， 1977). 

412 一一一一:妻への手紙.濃 (217)， 380-399 (6， 1977). 

413 小松勝助:国際革命作家同盟(モノレプ〉とゴーリキー.神戸外大論叢 28(2)， 1-17(7，1977). 

414 久保芙雄:r悪霊Jとネチャーエフ.ロシア史研究 (26)， 2-14 (4， 1977). 
415 工藤正広:ロジア紀行一一連作から.えうる (4)， 112-120 (3， 1977). 

416 工藤精一:r罪と罰j形成過程の受難.関西大学文学論集 26(3)， 1-23 (3， 1977). 

417 工藤精一部:部られたソーニャについて. ロシア手帖 (11)， 7-10 (12， 1977). 

418 工藤幸雄:フィツォブスキのこと.文学 45(10)， 100-104 (10， 1977). 

419 草鹿外吉:10}j革命と作家たちーーマヤコープスキィの作品をめぐって. 民主文学 (144) ， 

111-118 (11， 1977). 

420 一一一一一:ソルジェニーツイシ以後一一今日のソ連の小説ー民主文学 (136)， 101-113 (3， 

1977). 

421 桑野隆:大道芸とアヴァ Yギャノレド(パプチーシ・ノート 2). 未来 (126)， 16-23 (3， 

1977). 

422 一一一一一:ヴイゴツキイとパフチ-:/.窓 (23)， 10-13 (12， 1977). 

423 一一一一:先、と多言語〈パブチー γ ・ノート 1).未来 (124)， 2-8 (1， 1977). 
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124 レヴイニストロース (Levi.Strauss，C.) :ヤーコプソンの講義一一「吉と意沫につし、ての六章j

へのVf;， 花輪光試みすずく211)， 29-;38 (10， 1977). 

425 松井俊和:プーシキγfドゥプロアスキーJにつ(.，--C.札幌商科大学・干し~見短期大学論集 人

交編 (21)， 143-160 (11， 1977). 

426 松)11 秀長I~ :ロシア文学のi哀れ一一 r~.f~より近代的ロシア交学創或WJ まで. 外語学新究 (5) ， 

161-181 (3， 1977). 

427 松本忠司:ゴージキイの詩作(心.えうゐ (5)， 101-109 (11， 1977). 

428 村訟定孝:患い出のエリセーエプ.学先 (449)， :~7-40 (5， 1977). 

429 村田郁夫:ドネライテ fス i四季jじめ.東京経済大学人文自然、科学識集 (46)， 161-241 .(9， 

1977) . 
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4:~9 続 i 悪霊.J J命. 文芸 16 (7)， 184-203 (7， 1977). 
440 大久抹純到):激壬iとドストエプスキーの小説 (:)-5).心 部(l)， 7~H10; 30 (2)， 80-89; 

~30 (6)， 81-100 (1-2; 6， 1977). 
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47~~ llllil吉二郎:プローグの英知.えうゐ (4)， 55-61 (3， 1977). 

474 綿 富子:宮本近代文学とトノレストイ.ー→と345)8本近代文学大事典 4. 
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478 一一一一:幻想の都市ペテノレブ〉レグ(1)一一文学的イメージの変遷.えうゐ (4)， 16-22 (:1， 

1977). 
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490 江川 卓:スメノレジャコブと「ラザロの歌J. ロシア手帖 (10)， 22-28 (12， 1976). 
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1976) . 
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555 藤井敏彦:マカーレシコ教育学の哲学的源泉.→(547]jt片界教育史大系 16. 

5::16 藤原和好:ソピエト学校におけるプーシキ γの継承日).二.重大学教育学部研究紀要 28(心，

75-82 (3， 1977). 

SS7 藤;京幸ヲ7:東ドイツ教援マ:に関する到究(1-2).琉球大学教育学吊;紀要 第 l部 (2り).97-
110; (21)， 221-212 (12， 1976; 12， 1977). 

55X 浜本純逸.ソビエトの同語教育.佐賀大国交 (5)，1-25 (11，1977). 

G5~) 、ド沢 進:理科教育とポリテフニズム.一→(547コi吐界教育史大系 16. 
5m 右II!托計:ベスタロッチ運動の発展ーーロシア・ソビエトにおけるベスタロッチ教育思想、の受

作.広島大学教育学部紀要・第 18i; (25)， 1-11 (4， 1977). 

56l 門H嘉正俊:ソ速の農村学校をめぐる最近の動If，j. 日本比較教育学会紀要 (3)， 69-7~l(民 1977). 

562 JII野辺敏:海外情報 ソ速の青少年教育.社会教育 32(6)， 43-45 (6， 1977). 

5(1:~ Ij、京健司:教育テレピと通信衛及一一イシドとソ連の場含.教育と情報 (2:'35)， :34<'39 (10， 
1977) . 

::164 fpJ林邦ラj:海外教授研究情報一一~ソピエト一一算数のできない子の思考活動の持賓と教え方

(1-2) .現代教育科学 20 (6)， 114-131; 20 (12)， 114-131 (5; 9， 1977). 

565 'FOII保栄:ソピエトの義務教育について.海外事清 25 (2)， 49-56 (2， 1977). 

5G6 長江好道:ソピ‘エトにおける児童集li誌の形成過程.ー(547]世界教膏史大系 Ui. 

567 rl.!比五ff--:ソ連およひ、東欧諸国への留学.窓 口的， 13-15 (3， 1977). 

5(-i8 成Hl.l~次郎:東ドイツの学習指導要領.体育の科学 27 (6)， 396-398 (6. 1977). 

569 根本今朝男;浜本純逸;森田信義 B・米・ソ教科書語いの比較研究(1)一一入門期教科書に

おける名詞.福岡教育大学紀要・交科編 (26)， 12ト158(2， 1977). 

570 岡 字弘:ポーランドの教育改革. レブアレシス 27 (11)， 95-99 (11， 1977). 
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松[IJ関

岡村達雄:現代ソピエト教育職員賃金制度の構造一一高等教育研究機関における「体系Jと

「方式J.長崎大学教育科学研究報告 (24)， 35-44 (3， 1977). 

小野周子:ベストゥージェフ女子大学のこと.窓 (23)， 14-18 (12， 1977). 

ロシア・ソビエト教育史年表.→(547)位界教育史大系 16. 

坂本市部:ソビエトの入試制度.教育 27 (11)， 61-69 (10， 1977). 

佐々木英一:ドイツ民主共和国の「職業準議的総合技術教育j概念の基本的性格について一一

職業的基準訓練の壁史的意義.京都大学教育学部紀要 (23)， 141-151 (3， 1977). 

関 啓子:クループスカヤにおける労犠学校教育の思想と理論.→(21]ロシアの思想と文学.

:ノレソーとクループスカヤ.一橋論叢 78 (5)， 58-77 (11， 1977). 

ソ連の小学校の国語教青(産談会)::倉沢栄吉;ダヴィジェ γコ〈且aBH瓦eHKO，T.);長島貞夫，
児童心深 31 (7)， 1336-1347げ， 1977). 

菅諒 徹:ウシシスキーの教青学説一一戸主まれつきのものJと教育.明治大学人文科学研究
所紀要 (15)， 1-20 (3， 1977). 

ゲf計ITEu在:ソ連邦における教育史研究の動向とロ、ンア社会民主労働党第2同大会での論争.北

海道大学教育学部紀要 (28)， 129-144 (1， 1977). 

正:木英章:一般教育における i数坪.科学Jを考える.窓 (21)， 2-6 (6， 1977). 

山本俊樹;井内撤夫:ポーランドの学生宇J吉.海外一事情 25 (5)， 18-25 (5， 1977). 
佐藤一子:新資料も含めた貴重な労作一一クノレブ。スカヤ著， TiJj:在1¥子・関 幹子訳 i品2人解放
と教育j.教育 27 (3)， 78-80 (3， 1977)→('76-356]. 

柴田義松:ア・ブノレシリ Yスキー著 金光不二夫訳[思考心理学とサイパネティクスJ.窓
(20)， 58-59 (3， 1977). 

/吉田正富:ァ・ 7・ァパクーモフ他編「ソ連邦における国民教青・資料集1号17-1973年j. 教

育学研究 44 (2)， 193-195 (6， 1977). 

構

アクサリナ (AKcapUHa.H. M.) :ソピエトの社会保育，伊集院俊隆解説.東京 新読書社
1976. 101. 

5メ7 海老原 迄:ロシア・ソピエト地方教育史メモラシダム.教育学研究 43 (12). 35:~-:357 (12， 

1976. 

588 J之江好道:ツアージズム下における中等教育政策の特質一ーギムナジア令・教科課紅の改バを

めぐる諸提案を中心として (1825一日94).岩手大学教育学部研究年報 (36)， 299-:3~i:3 (11， 

1976). 

589 佐義令子:コメニウスの[地上の迷路J-絶望からのliJl帰.橘女子大学研究紀要 叫，288-
277 (10， 1976). 

590 関 啓子:トノレストイにおける自由教育論をめぐって.一橋論叢 76 (3)， 62-68 (9， 1976). 

591 竹下五久男:ソ述スポーツ・コーチによるilJ!¥練計画について.体育研究 (10)， 123-138 (1， 
1976) . 

592 豊村洋子:N.K・クループスカヤ教育学の遺産と継承一一労働教育との関連で.北海道教育大

学紀要第1部 c-教育科学編 27(1). 1-12 (9， 1976). 
参照

(177)， (197コ.

1.8芸街

593 木村浩:ロシアの美的世界〈新潮選書ト東京新潮社 1977.219. 

594 ニジシスキー (Nijinsky，R.) :その後のニジシスキー，市)[¥ 雑訳.東京 現代思潮社
1977. 299. 
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59G ウイットウォース (Whitworth，G. A.) :ニジ γスキーの芸能，馬場三邸主(.東京 現代思潮

il 1977. 182. 

596 藤括 支:ロモノーソブのモザイク1I!1I.比較文下午i誌 はわ， ~n一必(:3， 1977). 

597 加藤九酢;中央アジアの仏教遺跡一一ヴェーノレをぬし、だソ注額の仏教遺跡(市代美術部 ;江)

芸術新制 28 (4)， 85-97付， 1977). 

S91-¥ 木村 11; :ロシアの J~的 11 1 : 界 (28-30 完)乍姉 7，1 (1). 1¥2-I¥S; 7，1 (2)， 4?HJ1; 71¥ (:3)， 41-¥-

51 (1-:七 1977). 

599 一一← ;ロシアの美的¥iI:界一ーロシアの森と異教と. 戸シア手前日 (11)， 10-13 (12，1977). 

tiOu 峰 本介:政治は芸術を弾圧できなL、一一一チェコスロヴァキアの体制と美術.主指千車内 (424)， 

170-191 (9， 1977). 

601 点Itl 稔:初期ソヴヱトの育実家たち.えうゐ (4)， 106-111 (3， 1977). 

(;02 諸:)j:首長;国LU高弘:ショパシについて(1-3完) (ロ Y シ採のピアノ拘一一一分析と演長ムHi).

f~'楽芸術 35 (4)， 46-55， 59; 35 (5)， ，14-55; :~5 (6)， 5()-63 (4-6， 1977). 

liiU f j '111えヲj: ロシア女帝の集めたIJLi欧紘一liIlj一一エノレミタージ.cLr術館;廷を機に.Ji桁新潟i
21-¥(9) ，お7-9J(り， 1977). 

IiOl 小企毛犬:オベラにおける劇的真実一ーモスクワオペラ公演にちなんで ('1-'去五節 おけ;)， 

82-85 (6， 1977). 

605 大塚 ti)j: ロシア芸術古来史における11;奴の!lt{¥;. → (21]ロシアの思想と文"1:.
606 リラの損院一一ソプイア近郊，ブルガリア 14位紀-19世紀:イコシの砦(子11:1翰邸);オルブ

ヱウスの誘いく干i土申八U!)). SD スベースデザイシ (155)， 63-66 (8， 1977). 

607 佐藤恭子:ソピエトの劇評家.悲劇喜劇J 30 (5)， 19-22 (5， 1977). 

608t左藤俊子:ディアギレブ・パレエ 1909-1914(1-3). 芸能 19 (2)， 9-16; 19 (3)， 8-16; 19 

(4)， 9-17 (2-4， 1977). 

609 ジーモシス (Simons，E.):新しいi止界芸術としての社会主義リアリズム，山崎入部民唯物

史観 (18)， 60-73 (10， 1977). 

tilO 園iH高官、;~諸井誠:リストについては 3 完〉リー子 γ派のピアノ IIH一一分析と演突 7-9).

Fi-楽芸術 35 (7)， S2--61; 35 (8)， 46-56; 35 (9)， 50ー()tt (7-9， 1977). 

出 l ソヴ{エトi決IIHI一一10月平命60[，軒下記念(特朱):ソヴィエト快Ilhjに寄せる(汗u府 起); 1 () 

) Jと映Illji(ウラジーミノレ・パスカーコフ(8.5aCKaKOB) 瓦 ~11 出手11 夫訳); 10 nとl世界のi決p!iI
一一一二つの間程害シシポジウムから (1111fl和夫);スクリーシの111のレーニジ一一- Leniniana 
は永遠に・ー(レブ・パルプェーノフ若， 111中ひろしtJO;ソビエト脱出 それはよ!~会主義リア

リズムの芸術である(ヴィタリ・ジタシ著， 1H ~11ひろしぶ) ;民!氏共和国映画の半近紀 その

多彩で、官;かな作fill群 ([jj中ひろし封);若いi決liI!I世代の実験と成長(ウラジーミノレ・ザ、イカ

著， Hl中ひろし訳);いま，ソヴィエト挟1I年i第・線監督は…(野原まち子;吉田卓造;府Jllip易

子);モスクワ映IfHj祭賞え書き(山HJ和夫);ソヴィエト・アニメーション侠IllJiの銑跡(長

卓也); 1927-7'l日本公開ソヴイエト挟尚一覧.キネマ旬報 (722)， 11-142 (18， 11， 1977). 

612 高1mj陸長IS: 聖~Uアソスへの道一一ギリシア・ピザシティシ(古代美術館 3め. 芸指新神j お

(7)， 78-9:3 (7， 1977). 

61:~ I惑足ソラリスjから;15らま工たタ/レコプスキーのメッセージ(座談会):光iV.fl iiHC他).キネ J
勾報 (705)， 12ι129 0， 4， 1977). 

6H 八{叫11M!::あの頃のこと(13-14)一一モスクワ芸術坐のこと (C-D). ~I! と評論 1制 l) ， 27-

~H; 18 (2)， 33-37 (4; 11， 1976). 

()山i江15 ，l{永清 rト，て寸: り/ルレ‘ジンヤ 宮ワプ高て1写i宇ちf品青jO二芳奈ミ院:夏皇亘;民期}月i寸ヤて ミブナ-一に参h加i口:して a 卒科相i日!愛&..主ぐ.了子大，学亨芋て . A相1I愛愛'U-ぐ-f女士短d期犬，己"'f子

{研計究論集 音楽学詰蔀:称総ロ24心)， 3お5一4必2(件:-3， 1治97π7)ト. 

R61心藤枝静男:本付治著 f ロシプの r~(fJI!t界 1. i皮 11 (11)， 27-28 (11， 1977) -+(59:口.
Iミ引7 深見 弾:A.レオーノブ.A・ソ p フ両隼「人間と'jご'占!.;窓 口~~). filj-S8 (9， 19iTl. 
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R618 )11尻泰司:ポリショイム形劇場一一初めて来日したソ連人形車11. テアトロ (415)， 34-36 

(9， 1977). 

R619 大久保喬樹:遠山一行「ショパγjをめぐって.季刊芸擁 立 (1)，126-137 (1， 1977)ー

R620 中本信幸:文学庵「かもめ!一ーしたたかな主張を夜、めた演出.テアトロ (418)， :iO-:i:~(1 2 ， 

1977). 

追橋

621 アγドリッチ (Andrie，1.) :ゴヤとの対話，田中一生訳.東京 桓文社 1976. 101. 

622 伊東一郎:ロシアのストラヴィ-~スキイ‘ ロシア手帖 (10)， 14-18 (12， 1976). 

623 斎藤 久:ショパシのパラードの指導ーーパラード第1番ト短調作品23について. 福島大学

教育学部論集 28 (3)， 39-44 (11， 1976). 

624 椎名正己:ショパγのメロディ (1)一一音程，施法と音措.福島大学教育学部議集 28 (2)， 

41-50 (11， 1976). 

参顛

(286ユ

2. 社会科学

2.1 政治，軍事

625 アムネステ4・ィ yターナショナノレ:ソ連における良心の囚人，木村明生;長井康平訳.東京

朝日新聞社 1977. 243， 11. 

626 現代共産主義事典，現代思想研究会編.東京 図書刊行会 1977. 318， 24.戦後共建主義運動

対照年表:273-318. 

627 平和・民主主義・社会主義とともに一一プレジネフ小伝，ソ連邦共産党中央委員会前属マルク

ス・レーニγ主義研究所編，近江谷左馬之介訳藍.東京 現代の世界社 1977. 224. 

628 石堂清倫;高田頭郎編:ソヴェト反体需IJ-地下秘需出販のコピー 第2輯東京二J一書房
1977. 213. 

629 角間隆:恐怖の隣人クレムリシの野望.東京実業之日本社 1977. 246. 

G幼加藤雅彦:東ヨーロヅパ.改訂第2版.東京 号本放送出版協会 1977.284. 

631 フノレシチョフ (XpymeB.H. C.):フルシチョフ秘需報告「スターリ γ批判 J，志水速雄訳・解

説(講談社学衛文庫)，東京講談社 1977.218. 

632 集地昌典:現代ソ連論一一史的考察と理論分析.東京筑摩書房 1977. 441， 13. 

633 木村明生:グレムリシ物語一一ーソピェト権力の構図.東京 朝日新開社 1977. 313. 5. 

634 一一ー:ソ連一ーその虚像と実録体験的社会主議論.東京泰流社 1977.253. 

635 コミ yテノレY第7同世界大会に於ける報告演説，討議設に決議，社会問題資料研究会編(社会

問題資料叢書第1輯).京都 東洋文化社 1977. 530. て司法省刑事局仁思想研究資料|

特輯第30号昭和11年刊の複製).

636 ラジヅチ (Lazie，B. M.) ;ドラチコヴ4チ (Drachkovich，M. M.) :コミシテノレγの摩史，菊

地昌典監訳岡本充弘〔等〕訳.東京三一書穿 1977.433， 55. 

637 レーニシ (JIeHHH.B. 11.) :レーニγ-1905年革命と帝国主義戦争， K.シュミット編，高

m爾良13訳.東京 現代思潮社 1977. 271. (エシゲノレス・レーユシ軍事三政治編集 2). 
638 一一 :民族問題ノ一人村田陽一;坂井信義訳.東京大月書信 1977. 380. 

639 レオYハノレト (Leonhard，W.):妓路に立つ共産主義，高橋正雄;渡逗文太郎訳.東京 読売

新開社 1977. 340. 

640 ノレクセγブノレク (Luxemburg，R.):試中のローザーーィティーノレデーヤーコフeへの手紙，シ
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ヤノレロッテ・ベラート編，渡辺文太郎訳.東京 新泉社 1977. 258. 

641 ノレクセ γブノレグ (Luxemburg，R.) :ヨギへスへの手紙 4，伊藤成彦;米JII和夫;阪東 宏訳.

東京湾出書房新社 1977. 334， 15， 7. 

642 松島 ~ifj :ソ連社会とグレムリ γの断絶.東京 泰流社 1977. 222. 

G43 メドヴェーデフ (Me.ll.Be.ll.eB，3. A.); (Me江Be.ll.eB.P. A.):告発する.ノ狂人は誰か一一一顧n
院の内と外から，石堂清{命訳.東京 三一書房 1977. 254. 

644 r{l酉治:ソ連政治の構造と動態増補寂.東京南窓、社 1977. 366. 

645 東京大学社会科研究所編:現代社会主義一ーその多元的諸椋東京東京大学出販会 1977. 

403. 

646 トロッキー CTpOUKH註，江):トロッキー著作集ー一-1935-36 下，野村淳三武東京 拓殖芹

房 1977. 327. 

647 内田良平:ロシア亡閏論覆刻版，宮JII悌三郎解説.東京 大東塾間版部 1977. 254. C影tl!
If治監移黒竜会本部明治34年干IJの複製ゴ.

64R ヤノレタ会談の意義一一二:犬同の外交と新Lい力の均衡，スネノレ CSnell，J. L.)編，ポグー (PO・

gue， F. C.);デノレゼソ (Delzell，C. F.) ;レγセシ (Lensen.G. A.)著，遠藤晴久訳. 東

京桐原書r;t~ 1977. 300. 

(i.19 アマノレリク CAM8J1bpHK，A.):ソ連打-会のイデオロギ一的構造一一一一六つのイデオロギーの分

新， i吉井武夫訳. 自由 19 (7)， 18-29 (7， 1977). 
650 ベオグラード会議，米第7艦隊の脊在宣義(海外論議).国防 26 (8)， G8-71 (札 1977).

651 プレジネフのソ連(世界の瀬) 世界 (381)， 279-295 (8， 1977). 

652 存原 清:rソ連ミグ 25戦爵機によるベレγコ中尉亡命事件jの写真報道国際的スクープ写実
一ーその瞬間に至る取材の軌跡.新聞研究 (315)， 60-63 (10， 1977). 

653 藤村 信:東ヨーロヅパの暗流 (1-2完)(パリ通信)世界 (3部)， 220-240; (3tH). 279-295 

(7-8， 1977). 

654 藤田 勇:第羽田党大会と社会主義的適法性蕗線の展開.→(645)現代社会主義.

655 蕗罪広次:海洋主権と妨衛の問題として一一ー主として， ソ連，中居のシー・パワーの情勢との

かかわりにおいて. コリア評論 20 (190)， 15-20; 14 (10， 1977). 

(i5fi コ'ノレシコフ CfOpllIKOB.c.) :ソ連海軍平時の役割，宵内邦 r~え中央公論 92 (7)， 160-167 
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246 



ソ連・東欧訴究文献2録 1977
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728 百瀬 宏:ブイシランド共産党史一一過去と現在.共産主義と国際訟治 1 (2)， 252-266(12， 

1976). 

729 長尾一教:ドイツ民主共和国における選挙制震の形成と発展.比較器;雑誌 10(1)， 29-58(12， 

1976). 
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984 小野 堅:第1閏ソ連邦農業・家内工業博覧会(1923年)について一一「クラースヌイ・アノレ

ヒーフj史料を中心に 大阪外国語大学学報 (38)， 149-164 (3， 1977). 

985 大野喜久之輔社会主義経済の発展と消費.国民経済雑誌 136 (1)， 32-47 (7， 1977). 

986 大島国雄:現代ソ連経済と物価問題.青山経営論集 12 (2)， 1-12 (9， 1977). 

987 大谷竜造 TheIntel1ectual Capital of Michal Kalecki l'こ寄せて.経済研究(一橋大) 28 

(4)， 355-359 (10， 1977). 

988 斎藤稔:危機深まるコメコン体制.月刊世界政経 6(2)， 149-157 (2， 1977). 

989 佐藤経明:70年代後半期のソ連・東欧経済.霞際問題 (208)， 31-49 (7， 1977). 

990 ---:政治と経済のはざまで一一東欧で、考えたこと.経済評論 26 (9)， 80-89(9，1977). 

991 沢田子一郎:ソ連・東欧経済誌髄比較.外医学研究 (7)， 1-41 (3， 1977). 

992 染谷武彦:ソ連第 10次5ヵ年計画と現代社会主義経済学.商学研究科紀要(早大) (4)，133-

147 (7， 1977). 

993 ソ連・東欧経済をめぐる諸問題と今後の方向. 日本銀行調査月報 28 (10)， 5-21 (9， 1977). 

994 ソピエト連邦世界経済研究所編:社会主義諸国間の原・燃料部門における語力の進展一一社会

主義醤の資源・エネノレギ一戦略，杉本昭七;田中 宏訳・解説. 世界経済評論 21 (10)， 
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997 田中 弘:1970年代前半におけるソ連の貿易構造と錨梅変動の影響一-1ソ連邦外菌貿易統計
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998 畠中寿雄:自ソ経演協力と今後の課題一一ソ連経携わ実意把握も肝要.貿易と関税 25 (8)， 

27-31 (8， 1977). 

999 留中慎一郎:社会主義国における物価問題一一ソ連の消費者価格引上げについて.丹刊社会党

(247)， 199-205 (6， 1977). 
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1∞1 渡辺博史:社会主義国における資本主義橡一一社会主義国ポーランドの素描. 経済評論 26 
(4)， 76-87 (4， 1977). 

1002 矢吹満男再生産表式論の理論的意義とその隈度一ーレーニ γ 「不均等発畏表式jのf体系的J
位置づけを中心として.専修経済学論集 12 (1)， 27-78 (9， 1977). 

1003 山本敏:第2次大戦をはさむソ連経済む動向について. 経営議集(明大 24(3/4)， 61-
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1∞4 山本 正:ソヴェト経済学界における数学的方法利用の動向 (1-2)-;0::..ヌ・べ・アェドレン
コ編「経演=数学モデノレJ(1969年)の検討を中心として.静関大学法経短期大学部研究紀要

法経言語集 (39)， 39-72; (40)， 55-90 (3; 12， 1977). 

1005 山本続可:C. M. MeHbllIHKoB 1現代資本主義経済における循環と恐J慌j について.経済学研

究科紀要〈関東学院) (4)， 53-57 (11， 1977). 

1006 山内武夫:プルガリア 経済と政治体制一一ーソフィアでの管見から.現代と思想 (29)， 156-

163 (9， 1977). 

1007 安平哲二:1970年代のソ連経済成長と経済戦略.経済と経済学 (39)， 7-34 (3， 1977). 

1∞8 一一一一:ソ速の経済改革の動向一-1865-75年間の経過. 共産主義と国際政治 2 (1)， 52ー
73 (6， 1977). 

1∞9 横倉弘行:社会主義経済の構造一一1972年ソヴェト部門連関パランスの再現. 商学論纂 19 
(2)， 45-86 (7， 1977). 

R1010 護持光夫:アー・ヤー・ポヤノレスキ編〈市原亮平監訳)i人口学読本上・下J.統計学 (33) ， 

63-70 (9， 1977)→(900). 

RlO11 源持朝典:芦田文夫「社会主義的所有と価値論J.経済研究(一橋大) 28 (4)， 379-380 (10， 

1917)→ぞ76-595).

R1012 平野絢子:F. Fekete， E. O. Heady及びB.R. Holdren著「集団農場の経済学一一ハシガ

リーにおけるその目標と最適条件J.三国学会雑誌 70(3)， 140-143 (6， 1977). 
R1013 把龍栄一:B. n.ダニーロブ著，荒田洋，奥田央訳「ロシアにおける共間体と集由化J.社会

経済史学 43(4)， 98-107 (12， 1977)→(901). 

R1014 飯尾要:岩田昌笹「社会主義の経済システムj.経済研究(一橋大) 28 (4)， 377-378 (10， 

1977). 

R1015 伊藤達也:アー・ヤー・ボヤノレスキー編 f人口学読本J.人口問題研究 (141)， 54 (1， 1977) 

→(900ユ
R1016 門脇彰:斎藤稔「社会主義経済論序説ム 壁史学研究 (445)， 58-61， 47 (6， 1977)→ 

('76-694). 

R1017 )117需孝恵:P.ハンソシ著「ソ連の消費水準一一西側諸国との比較j. 共産主義と国際政治 2 
(2)， 89-91 (9， 1977)→(902). 

R1018 気質健三:丹羽春喜著「ソ連・東欧の統計体系とその特異性J.共産主義と雷際政治 2 (1)， 
120-123 (6， 1977). 

R1019 松井憲明:ロシア農民共間体論と農民経済論との総合の模葉一一ダニーロフ著 fロシアにおけ
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る共同体と集団北J.思想、 (642)， 156-167 (12， 1977)→ (901]. 

R1020 岡本正:芦田文夫著「社会主義的所有と錨値論J. 立命館経済学 26(1)， 173-184(4，1977) 

→('76-595]. 

R1021 鈴木重靖:平田重明編「コメコン=CMEA体誕の展開一一社会主義経済統合の論理と現実」署
アジア経済 18 (5)， 109-111 (5， 1977)→亡76-596ユ

R1022 吉田靖彦:和田敏雄著「ソピエト計画経済の構造と機龍J. 共産主義と国際政治 2 (2)， 85-

88 (9， 1977)→ ('76-607]. 

遺構

1023 レーニγ(瓦eHsH，B. 11.) :ロシアにおける資本主義の発展 1-3(国民文庫)，副島種呉監訳.

東京大丹書信 1976.3冊.

1024 宮本勝治:分権的経済計画と社会主義経済の理論(大坂府立大学経済研究叢書 44).堺 1976.

148. 

1025 !3本工業倶楽部:チェコスロパキア事構(経済調査資料 24).東京 1976. 162. 

1026 一一一一一:ユーゴスラピア事情(経済調査資料 25).東京 1976. 231. 

1027 プレオプラジェ γスキー(訂peo6paAeHCKs註， E. A，):新しい経済一一一ソピエト経済に関する

理論的分析・試み，救仁郷繁訳.東京現代思潮社 1976.456， 6. (新装寂].

1028 ソ連東欧貿易会:ソ連の第10次5カ年計額 (1976-1980年〉東京 1976. 311. 

1029 一一一一:ソ連・東款の新5カ年計画 (1976-1980年).東京 1976. 279 

1030 岩椅俊夫:ソ連邦部門連関パラ γス・モデル.経理研究 (25)， 79-96 (8， 1976). 

1031 望月喜市:ソ連の経済言ト画の改善と数学利用.経済研究(一橋大) 27 (2)， 97-108(4，1976). 

1032 守武議:社会主義的蓄讃過程.商経論集(早大) (30λ109-133 (9， 1976). 

1033 大橋昭一:東ドイツにおける経済の内包的発展について. 関西大学商学論集 21 (4)， 29-48 

(10， 1976). 

1034 小野堅:ネップにかんする若干の考察ーーレーニンの所説の検討から.大阪外国語大学学報

(37)， 105-118 (3， 1976). 

1035 ポーランド統計庁の組織と機能，楠本佐絵子;近藤芳枝;関根紀子訳.統計局研究輩報

(31)， 139-155 (3， 1976). 

1036 割缶詰輝:社会主義と商品生産一一社会主義経済学の「商品欝係j論に関する批判的考察.海

外事l情研究 4 (2)， 1-32 (9， 1976). 

1037 鈴木啓介:欧州安保協力体館下の経済関諒一一東西貿易のー傑面¥共産主義と国擦政治 1 (2)， 

70-88 (12， 1976). 

1038 竹浪祥一郎:70年代前半のソ連・東欧経済.桃山学院大学経演経営論集 団 (3)，223-239(12， 

19苧6).

1039 若林 艶:ユーゴ型社会主義経欝の根本問題(1)-f社会的所有」概念の検討.松山海大論

集 27(3)， 53-74 (8， 1976). 

1040 依田道子:アノレパニアにおける社会主義建設の課題一一第4次5ヵ年計画 (1966-70)期，第

5次5ヵ年計画 (1971-1975)期を中心に社会科学研究 (62)， 19-38 (7， 1976). 

R1041 長室政勝:I統計情報シ 1974年.統計学 (31)， 103-105 (9， 1976). 

参照

(53)， (149)， (175J， (282)， C:304) ， (305)， (iili4J， (894)， (1152). 

2.5 経営，労働

1042 一ノ瀬秀文:社会主義会計の成立.京都 ミネルヴァ書房 1977. 24. 

1043 今井俊一編:現代企業の組織と管理.京都 ミネノレヴァ書房 1977. 7， 235. 

1044 松尾憲補:社会主義簿記.東京 同文館出張 1977. 284. 
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1050 笹川議三蕗;石田和夫;山下高之;井上宏:生産と労欝の経営理論，京都 ミネノレヴァ書房

1977. 4， 228. 

1051 角谷登志雄;高堂俊弥編:転換期の企業労務.京都 ミネノレヴァ書房 1977. 8， 232. 

1052 スヴェシツィツキー(CBeHI.J.HI.J.KI査員， A. JI，):ソ連の行動科学的管理論，片岡信之;田中照純;

宮坂純一訳東京同文麓出寂 1977.164. 

1053 田中和一:虹のかけ試しの旅.東京議文堂 1977.340. 

1054 山下幸夫編:経営史一一欧米〈経営会計全書 2).東京 日本評論社 1977. 284. 

1055 荒叉重雄:レーニンと「労欝者調査J.経済学研究〈北大) 27 (2)， 181-189 (5， 1977). 
1056 フェルシェ (Ferge，Z.):ハシガリーを中心にみた女性の有償労識と無撲労働一一不平等の源

泉. ILO時報 29 (1)， 52-72 (3， 1977)盈

1057 二神恭一:労働者自主管理企業における所有と成果配分の問題.商学研究科紀要(早大) (3)， 

21-35 (3， 1977). 

1058 一一一一:労働者自主管理の参加的側面一一ユーゴスラヴィア企業の場合.組識科学 11(2)， 

52-62 (6， 1977). 

1059 林 昭:社会主義企業の成立過程と労働者統制一一東ドイツの経営協議会の経験から.龍谷

大学経済経営論集 16 (4)， 21-53 (3， 1977). 

1060 一一一一一:ユーゴスラピアでの労働者自由管理の一端にふれて. 語大社研所報 (8)， 14-16 
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1061 井手啓二:社会主義企業の組織・管理.→(1043)現代企業の組織と管理.

1062 一一一一一;チェルカフスキ (Czerkawski，K.):ヨーロッパの社会主義国における企業管理制

度改革.立命館経哲学 15 (5/6)， 91-107 (3， 1977). 

1063 種村 毅社会主義企業労務の諸問題.→(1051)転換期の企業労務.

1064 石川晃弘:チェコスロヴァキアにおける経営参加. 日本労働協会雑誌 (217)， 2-10(4.1977). 

1065 )11喜多喬:ユーゴスラヴィア一一労働者経営経請の諸国難現代思想 5(12)， 16-29 (11， 

1977). 

1066 小替茂三:ソ連における労欝力需給の諸問題.共産主義と園祭政治 2(1)， 1∞-119 (6， 1977). 
1067 クッパーナーゲノレ (Kupfernagel， E.) :ドイツ民主共和国における社会主義経営経済学の発展

と内容および社会主義経営の基本的特徴，林 昭訳.龍谷大学経済経営論集 17(1)，112-

126 (7， 1977). 

1068 丸山恵也:社会主義醤の経営問題，→(1054)経営史.

1069 正亀芳造:ドイツ民主共和国におけるプレミアム舗度の変遷. 六甲台論集 24 (1)， 101-118 
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1070 松尾憲橘:独立採算制の基礎.現大商学論叢 60 (4)， 1-46 (10， 1977). 

1071 一一一一一一:社会主義簿記の本質.明大高学論叢 59 (3/4)， 1-20 (1， 1977). 

1072 宮本良成:ソビエト型企業と技術革新.経済学雑誌 76 (1)， 1-27 (1， 1977). 
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1074 三代川正次:現代ソヴィエト管理論の動向一一r.X.ポポフの所論を中心に経営経理研究(拓
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1075 森 章:ロシア会計からソビエト会計へ，境大商学論叢 60(4)， 47-89 (10， 1977). 
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1082 -----:東ドイツにおける原価計算の発展.明大商学論叢 59 (3/4)， 201-229(1，1977). 
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1095 田中慎一郎:DDRにおける非人民所有企業の人民所有企業への移行.北九州大学商経論集

12 (2)， 1-22 (1， 1977). 

1096 田中雄三:ソ連 企業におけと勤労者の管理参加.現代と思想 (29)， 184-189 (9， 1977). 

1097 一一一:ソ連工業企業における労働者の管理参加についてのー考察.社会科学研究年報(龍

谷大) (8)， 93-106 (7， 1977). 

1098 一一一一一;ソ連工業における「労働生産性指標j問題(1)一一「経済学の諸問題j誌上の討論

によせて.龍谷大学経済経営論集 17 (3)， 133-157 (12， 1977). 

1099 辻義昌:2丹革命前ベトログラート機械工の賃金関係. 早稲田社会科学研究 (16)， 71-115 

(2， 1977). 

11紛和田敏雄:労働組合論争と労欝者自主管理一一現代社会主義論への一つの示唆. i--fi殖大学論集

(110/111)， 1-52 (3， 1977). 

1101 山崎泰夫:チヱコスロパキアにおける労働・社会事i完.世界の労働 27 (10)，34-46(10，1977). 

追構

1102 三島喪雄:昭和初年の日・ソ漁業会社の労務管理の梧互影響経営史学 11 (1)， 110-133 (7， 
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1976). 

1103 大島国雄:日本におけるソ連桂昌研究の歩み一一社会主義経営学会設立記，念大会記念講演.青

出経営論集 11 (2)， 45-59 (号， 1976). 

参照

(143)， (206). 

2.6童業

1104 日南国静真:ロシア農政史研究 改訂版.東京諦茶の水書房 1977.430. 

1105 Sソ漁業科学技術協力翻訳印刷文献:極東本研篤仁東京〕 水産庁 1977.太平洋漁業海洋学

研究所50年史一一泊革と業績

1106 ソ連問題研究会:シベリア・橿東の輪送力一一シベリア・極東輸送力調査研究委員会報告書.

〈東京) 1977. 151. 

1107 ソ連の農業・食料問題，農政研究セシター編.東京 御茶の水書穿 1977. 381. 

1108 有馬達郎:教革前ロシア製鉄業の構造 (1-2完). 社会経済史学 42 (6)， 1-24; 43 (1)， 25-

53 (3; 6， 1977). 

1109 ーー一一:戦後ソ連の農政一一生産力の問題を中心として.→仁1107)ソ速の農業・食料問題.

1110 一一一一一:戦後ソ連の農致一一生産力の問題を中心として.農業構造問題研究 (110)， 31-44 

(1， 1977). 

1111 声沢正和:農業生産の技術上り問題と試験研究体部→(1107)ソ速の農業・食糧問題.

1112 一一 :野菜の技術的指題.→(1107)ソ連の農業・食料問題.

1113 現代ソ連農業をめぐる諸問題(討論):有馬達部;内鵠善兵衛;大内 力;小)1¥和男;小倉武
一;金田辰夫;阪本楠彦;中山弘正京田竹治;的場徳造;丸毛 忍. →(1107) ソ連の農

業・食糧問題.

1114 原因竹治:ソ連の土壌と農業.→仁1107)ソ連の農業・食料問題.

1115 一一一一:ソ連の土壌と農業農業構造問題研究 (110)， 45-61 (1， 1977). 

1116 平井次部:見てきた外国の農業(2)一一飼料添加物のは記し(ノレーマニア).あすの農村 (33)， 

100-109 (8， 1977). 

1117 保坂哲部最近のプルガリア農業の発展. 高知大学学術薪究報告 社会科学 25(6)， 73-93 

(3， 1977). 

1118 池田博行:ソ連経法と輸送・交通縞体系.共産主義と国際政治 2 (1)， 74-99 (6， 1977). 

1119 鎌田 経:ソ連邦農業における協業化と農工統合の現状. 高経論集(沖羅国際大) 6 (1)， 

19-33 (8， 1977). 

1120 金田辰男:第10次5カ年計・画と畜産.→(1107)ソ連の農業・食糧時題.

1121 一一一一:r新 5ヵ年計画Jにかけるソビエト農業.農業と経済 43 (3)， 72-78 (3， 1977). 
1122 一 一:ソ連農産物・食糧品貿易の構造.→(1107)ソ連の農業・食糧問題.

1123 小島務ー:ネオ・ナロードニキの農業理論一一オガノアスキーにおける農業認識の構造につい

て (1-2). 甲南経済学論集団 (1)，71-92; 18 (2)， 145-164 (6; 11， 19苧7).

1124 丸毛 忍:二つの待代と二つの農業開発計画一ーロシア共和霞非黒土地帯とカザフ共和国処女

地地方を比較しつつ.→(1107)ソ連の農業・食糧問題.

1125 一 一一一:二つの時代と二つの農業開発計画一ーロシア共和冨非黒土地帯とカザプ共和国処女

地地方とを比較しつつ.農業経済問題研究 (111)， 4-25 (4， 1977). 

1126 一一一一:革命60周年と農業需題共産主義と冨際致治 2(3)， 71-92 (12， 1977). 

1127 的場徳造:コルホーズの発展.→(1107)ソ連の農業・食料問題.

1128 松本 勇:ソ連海運の最近の動向一ーその資本主義先進海運諸国に及ぼす影響.長崎県立国際

経済大学論集 11 (2)， 81-126 (11， 1977). 

1129 村田 武:戦後東ドイツにおけと土地改革と農民経堂.土地都度史学 (77)，46-63(10，1977). 
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1130 中山弘正:1970年代のソ連農業と政業.→(1107)ソ連の農業・食料問題.

1131 成田精雄:ソ連鉄鋼業の現状と展望署鉄鎖界 27 (8)， 26-32 (8， 1977). 

1132 実由 央:ブートノレとコルホーズ一一農村の居住様式について.思想、 (642)， 105-126 (12， 

1977). 

1133 _._-:ソビエトの工業化と護民制、工業(1-2)一一クスターリ工業史の決定的段階1928-

1930.社会科学研究(東大) 29 (2)， 1-90; 29 (3)， 85-160 (8; 10， 1977). 

1134 桜井 豊:農業基礎論の現代的意義一一(2) 社会主義経済の建設と農業基礎論 Economic

Frontier (5)， 31-43 (3， 1977). 

1135 笹川儀三郎:現代社会主義の工業管理;戦後のソピェト工業管理の動向.→(1050)生産と労働

の経営理論，

1136 一一一一一:最近におけるソピエト工業管理の動I('j. 経営研究〈大阪市大) 27 (416)， 127-

141 (3， 1977). 

1137 社会主義国における土地所有と農業(シシポジウム):ユーゴスラピア(太田一男);ポーラン

ド(阪本楠章);チョソシ〈小抹三衛);ソピエトと中国(福島正夫);農業構造問題研究

(112)， 4-63 (7， 1977~. 

1138 柴山露夫:1975年における穀作等の凶{乍とその影響.→(1107)ソ連の農業・食料問題.

1139 一一:ソ連農業の当面する諸問題.→(1107)ソ連の農業・食料開題.

1140 鈴木義嬬:ソヴ fエト農業集団化とスターリニズム体制の確立. かながわ論叢 (11)， 3-36 

(3， 1977). 

1141 富関庄一 TheDevelopment of the Iron Related Industries in the Second HaH of the 

19th Century --The Signi五canceof the Industries “Structural Change" in the 

Establishment of Russian Capitalism. Hokudai Economic Papers くわ， 35-72 (1977). 

1142 --一一一:19世紀後半におけるロシア鉄工業の発達一-j:Iシア資本主義り確立における鉄工業

の「講造転換jの意義.土地?様変史学 (76)， 15-35 (7， 1977). 

1143 東欧の農政記者がみた日本農業一ーポーランド農業ジャーナリストクラブ説会長アダム・サー

ノレ氏に開く. (イシタピュー)A.サー/レ， a荘編集部. a荘農林省広報 8 (12)， 38-41 (12， 

1977). 

1144 ツィメーク〈口HMeK，A. A.) :ソ連邦の棒業地区 (4)，細川隆雄訳. トランスポート 27 (10)， 

24-35 (10， 1977). 

1145 内鵠善兵禽:ソ連の気候ー一一農業気候を中心として.→(1107)ソ連の農業・金料問題，

1146 八雲香俊:シベリアの産業開発と交通問題 (2). 国土館大学政経論叢 (26)， 1-36 (9，1977). 

1147 山田寿太部:ソ連農業と農業不振 (1).経済学雑誌、 76 (3)， 1-32 (3， 1977). 

1148 山口次郎:コルホーズについて.京都産業大学論集 6(1)， 173-195 (1， 1977). 

1149 山崎春成:チャヤノフと農民経済の理論.経済学雑誌 77 (4/5)， 54-68 (11， 1977). 

1150 吉田靖意:ソ連農業の趨勢.青山経済論集 29 (3)， 100-126 (12， 1977). 

R1151 大島藤太郎:抱毘博行著「帝致ロシア交通政築史 社会科学年報〈専修大) (11)， 375-385 

(6， 1977)→(1154). 

R1l52 高田和夫:B.口.ダニーロブ，荒田 洋・奥田 央訳「戸、ンアにおける共同体と集団化J.歴史

学研究 (449)， 63-64 (10， 1977)→(901). 

R1153 渡・辺 寛:中出弘正「現代ソヴヱト農業J 経済学論集(京大) 43 (2)， 95-98 (7， 1977)一今
('76-722). 

遺構

1154 池田博行:帝政ロシア交通政策丸東京西白書);lf 1976. 463. 

1155 神田明典:ロシア工業化政策と鉄道運賃改正一一1889年の鉄道事業局設立を中心に地)11大学
紀要 (4)， 83-98 (3， 1976). 

参照

(140J， (174J. (184)， (203J， (793). 
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2.7 金融，財政

1156 金融財政事惜研究会:東欧諸国の経済発展と対外経済関係一一東欧金融調査詰報告 (1976年).

東京 1977. 14， 287. 

1157 小川和男:活発化する東西金融協力一一ソ連・東歌諸国の対西側漬務累増と信用度.世界経済

評論 21 (5)， 41-50 (5， 1977). 

1158 田中寿雄:東歌諸国の銀行制度とその特禁.国際経済 (28)， 200-207 (11， 1977). 

遺構

1159 田中毒雄編:東欧諸冨の銀行制度と金融管理〈アジア経済調査研究双書 237).東京 アジア

経済研究所 1976. 225. 

1160 長谷川信彦:東欧諸国の産業金融制震.→(1159)東歌諸国の銀行制震と金融管理2

1161 小林茂三:東歌諸国の財政制度.→(115町東欧諸国の銀行都度と金融管理.

1162 小山晴平:東歌諸国の外国為替制度と機能.→(1159)東欧諸国の銀行詰u度と金融管理.
1163 田中毒雄:東歌の銀行制度→(1159)東欧諸国の銀行制震と金融管理.

1164 渡辺珠雄:社会主義の商品・貨幣関孫. -(1159)東歌諸国の銀行制度と金融管理室

2.8 社会，社会学

1165 ホラ γダー (Hollander，P.) :アメリカ人とソビエト人一一社会学的比較，寺谷弘壬;渡辺良

智訳.東京紀伊国屋書庖 1977.386. 文献目録:366-386. 

1166 石井i晃弘:くらしのなかの社会主議一一千ヱコスロヴァキアの市民生活.東京 青木書信
1977. 252. 

1167 磯村英一編:現代都市の社会学.東京 農島出販会 1977. 271. 

1168 カイザー (Kaiser，R. G.) :ソ連のなかのロシア一一どっこいおれたちは生きている，吉本晋

一郎訳.東京累書房 1977.297. 

1169 工藤幸雄:ワルシャワの七年〈新潮選書).東京 新潮社 1977. 238. 

1170 大木伸一:ソ連人一一誤解と理解.東京 サイマノレ出張会 1977. 237. 

1171 ポーラ γ ドの民族衣装.東京恒文社 1977.2冊.

1172 鈴木充:本のみたソ連の内側，東京 呂貿出版社 1977.241. 

1173 内村両日分:ロシヤ毘物誌.東京 西国書庖 1977. 246. 

1174 坂舟徳明:大ロシア高部の「祖先ぬくめJの習搭について.一橋教叢 78 (1)， 109-116 (7， 

1977) . 

1175 -ー一一:ロシアの神ヤリーロ.一橋研究 1 (4)， 112-137 (3， 1977). 

1176 ----~:新年を迎えるロシア人の民俗. ロシヤ語ロシヤ文学研究 (9)， 26-39 (10， 1977). 

1177 浜口晴彦/レーマニアにおける都市北と社会変容.社会科学討究 22 (3)， 39-55 (5， 1977). 

1178 石JII晃弘:ユーゴスラヴィアの地方制度と住民自治.→(1167)現代都市の社会学.

1179 加藤九詐:プノレガジア民族学の旅.菌立民族学i専物館研究報告 2 (2)， 393-422 (7， 1977). 
1180 中肖研一:ポーラ γ ドの売春問題〈留学雑惑 4完).ちくま (96)， 26-27 (4， 1977). 

1181 ネフスキー (HeBCKH札 H.):アイヌのフォークロア (1)，魚弁ー由訳.えうゐ (5)，148-162 

(11， 1977). 

1182 新宙 実:ソ連社会の自己認識について.→(743)社会主義諸国とその冨際環境に関する研究.

1183 斎藤正二:ロシア社会学とマルクス主義社会学.社会学論叢 (69)， 64-74 (7， 1977). 

1184 芦)1[嘉久子:ロシアの民裕衣裳(1-3).窓 (21)， 38-42; (22)， 38-44; (23)， 25-31 (6; 9; 

12， 1977). 
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1185 柴田嘉章:仏・伊・ソ連にみる社会的な録障.労働運動 (137)， 94-101 (5， 1977). 

1186 鈴木明:ポーラシドの「謎J.波 11(7)， 22-25 (7， 1977). 

1187 高畠録保:ソ連社会学者の「労働者階級論j.丹刊社会党 (245)， 192-198 (4， 1977). 

1188 田中真情:ウェーパーのロシア論研究序説.甲南経済学論集 18 (2)， 1-19 (11， 1977). 

1189 牛見章:ソピエト都市計画の近況都市計画 (95)， 29-36仏 1977).

1190 一一一:ソ連の住宅・都指建設について.建築雑誌、 92 (1130)， 65-68 (12， 1977). 

1191 渡辺良智:ソピエトにおけるマス・コミュニケーショシ社会学，東京大学新語研究所紀要

(25)， 69-91 (3， 1977). 

遺補

1192 坂内徳、現:鳥ー一一狩猟時代からの護者. ロシア手粘 (10)， 18-22 (12， 1976). 

1193 寺谷弘壬:ソ連と宗教一一社会学的研究.青山学説大学一般教育部会論集 (17)， 113-119 

(1976). 

1194 渡辺良智社会主義の多様性と社会学的研究.共産主義と国際政治 1(2)，109-117(12，1976). 

3. その他

1195 ヴインター (Winter，K.)編:ドイツ民主共和国の保韓・医療一一25年の歩みと成果， B~ 

秀逸訳.東京彦或社 メディカノレ出版〈発売) 1977. 259. 

1196 アクサーコフ (AKcaKOB，C. T.):釣り場所の選定について一一-I釣魚雑筆jより，貝詔一郎

訳.えうゐ (4)， 121-125 (3， 1977). 

1197 浅田 敏;高木章雄;坂田正治:ノレーマニア地震被害調査報告 (2)一一1977年 3月4日ノレーマ

ニア地震について.建築雑誌 92 (1128)， 55-62 (10. 1977). 

1198 福岡正己レーマユア地震の教言!トー防災都市づくりへ貴重な資料.公明 (187)，118-124(9， 

1977). 

1199 兵士シュヴヱイクと東款の精神(自本の中の世界 11) (鼎談):鶴見喪輔;高畠通諒;長自

弘潮 (218)，330-345 (7， 1977). 

12∞ i広沢雅匙:ノレーマニア地震報告.建設月報 30 (7)， 84-89 (7， 1977). 
1201 堀 秀道南ヤクート開発二題一一パム鉄道と永久凍土.窓 (20)， 20-75 (3， 1977). 

1202 井上正義:ゲーテの手一-DDRの旅から.図書 (336)， 31-33 (8， 1977). 

1203 香内三郎;高木喜孝:ロシア革命む報道状況とそのインパクトー-2月革命への対応とジャー

ナリズムにおける「言論活動j様式の変容.東京大学新聞研究紀要 (25)， 1-32 (3，1977). 

1204 松野一持:ルーマニア地震について.新都市泣く8)，59-62 (8， 1977). 

1205 森安達也:ポーラシド人のユーモア.月刊言語 6 (1)， 92-95 (1， 1977). 

1206 中山研一:生活簡素化のすすめ〈留学雑感 1). ちくま (93)， 16-17 (1， 1977). 

1207 西島有厚:ソ連と切手(切手の話 1). 窓 (23)， 32-33 (12， 1977). 

1208 野口昌吾:ユーゴスラピア，ブルガリア雑惑.通産ジャーナノレ 10 (2)， 76-83 (5， 1977). 

1209 小川政邦:デノレスの秘宝・ツ γグースの謎・盲聾藍児教育・鉱捺.窓 (21)， 50-55(6，1977). 

1210 一一一一一:カナリヤ コマンドル.窓 (20)， 46-51 (3， 1977). 

1211 大津定美:ユーゴスラピア国際セミナー.龍大社研済報 (8)， 11-14 (1， 1977). 

1212 ロシア史研究会例会20年の歩み. ロシア史研究 (26)， 94-100 (4， 1977). 

1213 斎藤哲市:コーカサスの長寿村からの報告.月刊ベγ 10 (12)， 184-194 (12， 1977)ー

1214 須山義幸:もうひとつの木の空間 (4)一一スラヴ神話神量生とロシア・カレジアの木造教会.SD 

スペースデザイシ (154)， 4-28 (7， 1977). 
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キリスト教宣教自の観点から見た毘本，移道弓祭ニコライ(在自本ロシア領事麓付主任弓

祭)著，中村健之介訳.札幌中村龍子 1978.

コンサイス露和辞典 第4版，井桁貞敏編.三省堂 1977 (3，000円ト
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くらしのなかの社会主義一一チェコスロヴァキアの市民世界 石川晃弘著.青木書広

1977 (1，300円). 

リヱーニンの思い出 1， クループスカヤ〔著J，河村盛一訳注. JII西市河村盛一 1976. 
(500円)• 

レーヱンと下回条約一一北方領土問題のレーエン主義的解決の提案，諸水威久著.原書房

1975 (1，800円). 

ブチャーチンと下回，森 義男著.下田市下回観光協会 1977 (1，300円). 
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